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気になるあの人（第１回）  村越 真 
 

 
▲今年のマスターズに参加した磯谷さん

 

 

 
 

 

 

世界でもっとも知名度の高い

日本人オリエンティア、それが

磯谷さんである。８７歳、昨年

のワールドマスターズでは最

高齢として、人気を博した。 
 
世界マスターズ 2002 最高齢 
世界でもっとも知名度の高い日本人オリ

エンティア。磯谷（いそがや）さんのこと

をそう形容しても、あながち見当はずれで

はあるまい。昨年 10 月にオーストラリア
で開催されたマスターズ世界選手権では、

M85の唯一の参加者であり、参加者中最高
齢の彼は、バンケットでも他国の選手から

の大きな拍手と注目を浴びた。 
 
 勝ち負けにこだわる選手たちもいるが、

マスターズは世界から集まるベテラン・オ

リエンティアの社交の場でもある。その中

で高齢だということは、それだけで尊敬す

べきことなのである。10時間も飛行機の中
に座って海外にいくのは若者でもエネルギ

ーを消耗する。85歳を過ぎれば、満足に歩
けない人だって少なくない。加齢に伴うハ

ンディーの中で参加することが尊敬の的に

なったとしても当然のことだろう。 
 今回の「気になるオリエンティア」はそ

の磯谷さんを取材した。 
 
 
69 歳からオリエンテーリング 
－いつからオリエンテーリングを？ 
 「69 の時からだね。勤めているときは、
それどころじゃなかったけど。そのころ人

に誘われてね、ワンダラーズの大会に出た

んだよ。」 
 磯谷さんは今87歳。18年前からオリエ
ンテーリングを始めたことになる。実は、

このころ僕と磯谷さんは同じ城南オリエン

テーリング同好会という、東京の南部地域

を中心とするクラブのメンバーであった。

確か、一緒に裾野のテレインに練習会に出

かけた記憶がある。 
 彼はその後、ブリスベインで開かれたマ

スターズ（1994年）に参加している。それ
が海外デビューで、その後毎回欠かさず参

加しているそうだ。 
 
－海外のオリエンテーリングの魅力はどん

なところにあるんでしょうか？ 
 
 

 
 「うーん。やっぱり面白いね。

日本は急な場所が多いでしょ。

それに何度かメダルをもらっ

たこともあるからね。」 
 
 これまで、さまざまな年齢の

オリエンティアが海外遠征を

経験している。世界選手権はお

ろか、ローカルな大会でも、メ

ダルを獲得した選手の数は限

られている。それを磯谷さんは、

何個も持っているとは・・・。 
 
－そんなにでかけてご家族は

心配しないんですか。 
 「国内じゃあ、最近は車の運

転もさせてもらえないんだよ。

でもオリエンテーリングの方

は諦めているんじゃないかな。

それに毎年行っているから、今

年もいくもんだと思っている

よ。」 
 
 
 
 マスターズを見ていると、杖を突きなが

ら歩く人、街中ですら危なっかしげの足取

りの人もテレインの中で見ることがある。

もし転んだら、そのまま起き上がれないの

ではないかと思う人さえいる。 
 ご家族としては心配だろうが、さりとて

好きなオリエンテーリングを取って、幸せ

な生活とも思えない。すばらしいご家族の

配慮である。 
 
M85 クラス世界チャンピョン 
 磯谷さんは、前回のマスターズでは完走

したので、当然M８５の世界チャンピオン
である。「日本人初の世界チャンピオン誕

生」と、私たちも大喜びしたものだ。85歳
以上に限られていようが、世界には 85歳
以上のオリエンティアがいくらでもいると

いう事実があろうが、世界チャンピオンは

世界チャンピオンである。たとえば柔道の

軽量級で世界チャンピオンになった選手が、 
「私より重いクラスも併せたら世界で100
位くらい」とか、「アフリカの身体能力の高

い人に柔道が普及していないから」なんて

いわないだろう。 
 世界チャンピオンを決めるレースに居合

わせた人だけにその権利があるのだから、

そこに1人しかいなければ、その人が世界 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
チャンピオンであるのは当然のことだ。 
今年のマスターズは本場ノルウェーで開か

れたので、6 名の参加があった。さすがに
磯谷さんも、それこそ百戦錬磨のオリエン

ティアと複雑な地形にはてこずった。しか

し、それでも日本人としては数少ないAフ
ァイナリストに残った。 
 磯谷さんは、6 月号のマガジンに僕が載
せた若者たちへの支援の記事を見て、さっ

そく寄付を寄せてくださった。全体にほと

んど反応がなかっただけに、この寄付は驚

きだった。普段エリートとの接点がない彼

が、どうして寄付をする気になったのだろ

う？ 
 「前に村越さんと一緒に練習したことが

ありましたよね。それ以来応援しているん

ですよ。大したことはできないけど、何か

あったら言ってください。」 
 ほとんど関係のない若者たちを支援する

というポジティブな気持ちは、同時に彼自

身を毎年のようにマスターズに連れて行く

原動力になっているのではないか。 
 ノルウェーの森は、北欧初の磯谷さんに

はタフすぎた。「回れたは回れたんだけど、

時間がかかってしまって」と言いながらも、

磯谷さんの顔には笑みが浮かんでいる。 
 これからもお元気で！ （村越 真） 


